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以前は草が茂っていたところが，今はあちらこちらで美しい花が咲

きみだれ，手ムたちの心をなごませてくれています。

その花は，各地区のみなさん方の手で丹精こめて作られたものです。

さる 10月27日，婦人会の花いっぱい運動の一環として

行っている「花壇コンクール」が行われ，婦人会役員さ

んが町内を見て回りました。 12月号
町民のうごき

世帯数  1，992戸 人口 男 3，804 女 4，013 計 7，817(昭和63年 10月31日現在)

出生男  1女 6計 7・死亡男  3女 1計 4・転入男  8女 5計13・転出男  5女 6計11 (昭和63年 10月中)

広報カ、つうら 12月号=222・昭和63年12月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511附 
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A
l

決
算
規
模

昭
和
六
十
二
年
度
の
決
算
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

歳
入
は
、
五
、
一
%
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
、

一
方
歳
出
は
、
六
、

五
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
決
算
規
模
と
な
っ

た
の
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
地

方
税
が
一

一
、
七
%
の
伸
び
を
示

し
た
こ
と
等
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
投

資
的
経
費
が
二
ハ
、 

O

%
の
増
と

な
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

2
財
政
構
造

公
償
資
の
負
担
割
合
を
示
す
公

償
資
比
率
は
、
税
収
及
び
普
通
交

付
税
等
一
般
財
源
が
増
加
し
た
結

果
、
前
年
度
か
ら
一
、
一
ポ
イ
ン

地方交付税� 

992，287千円� 

(41 .9%) 依存
財源� 出歳

t第222号 カ込 コ つ ら� 昭和63年12月1日 (2) 

71.0% 


交通安全対策特別交付金� 982千円� (0.0%)

消防費� 23，397千円� (1.0%)

商工費� 18，686千円� (0.8%)


議会費� 57，276千円� (2.5%)
 

MUS04
テキストボックス
決算公表昭和62年度勝浦町普通会計23億の使い道
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(単位千円)

(3) 昭和63年12月1日� カミ 4コ つ� ら 第222号

V
普
通
会
計
収
支
の
状
況

V V

歳入歳出差引額(④一⑥)@ 58，415 

翌年度へ繰越すべき財源⑥ 910 

実質収支(⑤一� ⑥) 57，505 

ト
低
下
し
て
一
八
、
六
%
(債
務

負
担
行
為
を
含
む
公
償
費
比
率
は

二
一
、
二
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
の

度
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
(
経

常
一
般
財
源
に
占
め
る
経
常
経
費

に
充
当
し
た
一
般
財
源
の
割
合
)

に
お
い
て
も
八
一
、 

O
%
と
、
前

年
度
の
八
三
、
九
%
か
ら
二
、
九

%
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

六
十
二
年
度
の
本
町
財
政
は
、

公
償
資
比
率
及
び
経
常
収
支
比
率

が
若
干
下
が
っ
た
こ
と
な
ど
明
る

い
材
料
は
あ
っ
た
も
の
の
、
な
お
そ

の
水
準
は
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
義
務
的
経
費
を
中
心

積
立
金
(
財
政
調
整
基
金
)
の
推
移

に
財
政
支
出
の
構
造
が
硬
直
化
し

て
い
る
と
い
う
、
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳入総額④� 2，368，687(前年度� 2，253，497)

歳出総額⑥� 2，310，272UiIJ年度� 2，169，317) 

(単位.百万円) 

3億� 

236 

30億
地
方
債
残
高
推
移

F¥ 

162 

。� 
回
年
度
末

引
年
度
末

印
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

位
年
度
末

引
年
度
末

印
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

町民� 1人当たり 、:7
309，432円

の地方債残高‘て豆官す� 
一世帯当たりの


地方債残高
 

1，220，320円


官官官� Y
町民� 1人当‘'
たりの町の￥ 20，570円
積立金� . 


( 1世帯当たり)� 
( 1人当たり)


V
町
民
一
人
当
た
り
と
一
世
帯
当
た
り
の

¥地
方
債
残
高
と
積
立
金
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一

る
車
L
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
①
飲
酒
・

三
月
刊
日
か
ら
l
月
叩
日
ま
で

「年

環
境
美
化
に
努
め
る
横
瀬
区
民
�
 

つ らザコ� 

秋
ーの
叙
勲


--， liF 

F

IJ為第222号 昭和63年12月 1日 (4) 

高
齢
者
受
通
安
全
俳
句
大
会

地
方
自
治
功
労
者
に

川
端
文
雄
氏
(
今
山
)

政
府
は
、
「
文
化
の
日
」
の
十
一

月
=
百
付
で
、
六
十
三
年
秋
の
叙

勲
受
章
者
を
発
表
し
た
。
本
町
で


は、

川
端
文
雄
さ
ん
が
勲
六
等
単


光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。


川
端
さ
ん
は
昭
和
二
十
六
年
四

月
三
十
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
七

月
九
日
ま
で
十
六
年
間
も
、
生
比

奈
村
議
会
議
員
、
勝
浦
町
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
、

ま
た
管
島
地
方
裁
判
所
調
停
委
員

と
し
て
も
多
年
ご
活
躍
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
多
大
な
ご
功
績
に
対
し
、

今
回
、
叙
動
…
の
栄
誉
に
輝
や
か
れ

』
�
 

多
発
す
る
交
通
事
故
を
抑
止
す

…
る
た
め
、
十

一
月
二
十
二
日
住
民

一
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
に
よ
る

一
俳
句
大
会
が
開
催
き
れ
、
次
の
方

0
青
信
号
祖
母
の
掌
を
引
く
菊
日

和

稼

勢

成

夫

。

佳

作

長
き
夜
や
交
通
法
規
読
み
返
す

OO

さ
る
十
一
月
二
日
、
神
戸
市
で

一
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
第
二
十
一
回
保
健
衛

…
。
最
優
秀

生
大
会
に
お
い
て
、
横
瀬
区
民
が

一
�
 

一
丸
と
な
っ
て
清
掃
等
の
環
境
衛

・

生
活
動
を
実
践
し
、
ま
た
花
を
楠

一

、
え
る
な
ど
環
境
美
化
に
活
躍
さ
れ

た
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰

一
�
 霜
の
朝
、
ン
�
 
ト
ベ
ル
ト
は
心
に

さ
れ
ま
し
た
。

も

豊

田

明

O

l

秋
深
し
交
通
安
全
町
ぐ
る
み

O

幸
山
式
太
郎

。

優

秀

端

一一
�
 
O

O

一
一
寸
ス
ピ
ー
ド
と
酒
で
凶
器
に
な

ラ
イ
パ
ー
は
も
と
よ
り
歩
行
者
も

歩
行
者
に
い
た
わ
り
ほ
し
い
歳

一
一

の

暮

岡

本

は

つ

え

一…
⑧
ぷ
台
骨
ゐ
慢
の
盃
安
故
l

事
故
な
き
を
祈
る
地
蔵
に
小
春

の

陽

美

馬

直

校

た
も
の
で
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
に

貢
献
さ
れ
た
川
端
さ
ん
の
ご
苦
労

に
感
謝
し
、
あ
わ
せ
て
、
こ
の
受

章
の
喜
び
を
と
も
に
味
わ
い
た
く

存
じ
ま
す
。

な
お
、
地
元
有
志
の
方
々
が
、

ぜ
ひ
と
も
受
章
祝
賀
会
を
聞
き
た

い
と
お
勧
め
し
ま
し
た
が
、
ご
本

人
の
辞
退
の
こ
意
志
か
固
く
、
祝

賀
会
は
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
�
 

一
一
一暴
走
等
無
謀
運
転
の
絶
滅
②
高
齢

一
一
者
の
事
故
防
止
③
二
輪
車
の
交
通

一
一
事
故
防
止
を
重
点
目
標
と
し
て
ロ

一
…
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

一
一
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
一

年
末

・
年
始
は
、
帰
省
客
等
交

一
一
通
量
の
増
加
、
忘
年
会

・
新
年
会

e

一
等
飲
酒
機
会
の
増
加
、
さ
ら
に
は

気
ぜ
わ
し
き
も
手
伝
っ
て
交
通
事

一
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ド

交
通
ル
�
 ル
と
マ
ナ
ー
を
守
リ
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
、
7
。

勲六等単光旭日章� 

文雄さん

¥ 

福

良

伴

二

ゆ
ず
り
合
う
車
で
秋
の
旅
た
の

し

小

林

鶴

雄

交
通
の
旗
仮
る
人
の
息
白
し

滝

口

良

一
�
 

交
通
の
無
事
故
の
問
や
冬
ぬ
く

し

中

井

清

二
郎
�
 

O O
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と
の
よ
さ
を

mtd

P
R

⑫包@の昼、6言語函


ま
ち
と
む
ら
の


愛
瀦
大
会


農
村
の
役
割
を
見
直
し
て
も
ら

い
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
十
月
二
十
九

日

・
三
十
日
の
二
日
間
、
東
京
の

代
々
木
公
園
で

「

ゐ

』

F

東
京
都
港
区
山
田
区
長

さ
ん
の
訪
問
を
受
け
る

(
左
か
ら
山
田
区
長
、
桜

木
町
長
、
小
森
港
区
軟
式

野
球
連
盟
副
会
長
)

港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関

係
者
の
多
数
の
方
が
訪
れ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

福
岡
、
斗 
A

国
各
氏
に
は 
2
日

間
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

..故郷を思い出し訪ねて くれた星谷出
身者(ほか多数の勝浦町出身者が訪
ねてきてくれました。� )

か
ら
は
、
二
町
村
が
参
加

し
ま
ー

が
、勝
浦
町
か
ら
は
「
み

か
ん
と
す
た
ち
の
里
勝
浦
町
」
の

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
参
加
。
み

か
ん

・
す
だ
ち

・
ミ
ニ
ト
マ
ト

・

し
い
た
け
な
ど
を
思
い
き
り
宣
伝
、

4
外
人
さ
ん
に
も
説
明

企テン卜前で記念撮影(売りました勝浦の特産品)

第
五
固
ま
ち
と

む
ら
の
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
も
桜
木
町
長
ほ
か
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
同
公
園
に
は
、

全
国
か
ら
六
十
六
町
村
が
参
加
。

各
県
の
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

郷
土
色
豊
か
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

飾
り
付
け
や
、
特
産
品
で
ふ
る
さ

し
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
即
売
し
て
き
ま
し
た
。
両

日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
四
十
万

人
程
の
人
出
で
に
さ
わ
い
ま
し
た
。

「皆
島
勝
浦
町
」
が
少
し
は
知
れ

わ
た

っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
た
市
町
村
は
特
産
品
づ

く
り
と
、
消
費
拡
大
に
向
け
て
の

宣
伝
普
及
を
ま
ち
く
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、

そ
し
て
、
わ
が
勝
浦
町
も
他
市
町

村
に
負
け
な
い
よ
、 
7
、
ま
ち
総
ぐ

る
み
で
考
、
え
な
け
れ
ば
と
、
強
〈

感
じ
ま
し
た
。 

..スダチの� PR 

MUS04
テキストボックス
まちとむらの交流大会



体
育
館
の
中
で
は
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
競
技
の
少
年
の
種
目
が
行

わ
れ
て
お
り
、
う
ち
玉
名
女
子
選

手
も
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
種
目

は
五
十
分
に
四
十
発
射
つ
め
た
そ

う
で
す
が
、
私
に
は
ど
う
い
う
ル

ー
ル
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
約

一
時
間
見
て
、
園
部
町
を

後
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
帰
る
途
中
に
六
十
八
年

の
勝
浦
町
の
国
体
の
時
の
事
を
思

う
と
、
心
の
中
で
期
待
と
不
安
を
感

じ
ま
し
た
。
本
当
に
今
回
は
良
い

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勝
浦
町

の
皆
様
、
国
体
に
は
、

一
人
ひ
と

り
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
お
回

徳
島
県
小
学
校
陸
上
運
動
記
録
会

女
子
走
り
高
跳
び
の
部
第
一

横
瀬
小
学
校
六
年

イ立

会
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
て
は

よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
メ
ー
ト
ル
三
十
七
セ
ン

チ
を
、
上
西
恵
美
さ
ん
だ
け
が
一

回
目
か
ら
跳
躍
し
て
、

「県
下

ご

と
な
り
ま
し
た
。

小
郡
で
あ
る
勝
浦
郡
か
ら
県
第

一
位
の
栄
冠
を
勝
ち
と
る
こ
と
は

な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

上
西
恵
美
さ
ん
の
健
闘
を
た
た

え
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

し
た
。

今
年
の
大
会
に

は
、
「
県
下
ご
を

目
標
と
し
て
、
練

習
に
励
ん
で
き
た

の
で
す
。

大
会
当
日
は
、

風
が
強
く
吹
き
気

温
も
低
く
、
記
録

J第� 222号 ヌ炉 コ つ ら 昭和� 63年� 12月� 1日 (6) 

Y

「
第
四
十
八
回
国
体
の
準
備
の
一

一
た
め
、
準
備
委
員
等
が
京
都
国
一

一
体
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
中
一

一
の
婦
人
会
副
会
長 

山
本
幸
恵
一

↑
さ
ん
(
生
名
)
に
、
そ
の
感
想
一

一
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
一

「
で
紹
介
し
ま
す
。

一

十
月
十
五
日
、
十
二
名
の
者
を

第
一
斑
と
し
て
、
京
都
国
体
を
勉

強
に
行
き
ま
し
た
。
場
所
は
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
会
場
の
京
都
府
船

井
郡
園
部
町
で
す
。

京
都
駅
か
ら
は
、
国
体
が
あ
る

し
る
し
に
小
さ
な
色
と
り
ど
り
の

旗
と
「
京
都
国
体
、
新
し
い
歴
史

に
向
か

っ
て
走
ろ
う
」

と
書
か
れ

た
横
断
幕
が
飾
ら
れ
、
国
体
が
あ

る
事
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。

園
部
駅
に
着
き
ま
す
と
、
テ
ン

ト
を
は
り
、
国
体
向
け
の
帽
子
を

か
ぶ

っ
た
案
内
係
の
人
や
、
記
念

ス
タ
ン
プ
を
用
意
し
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

茶
の
接
待
を
し
て
く
れ
、
そ
こ
か

ら
パ
ス
で
宿
舎
へ
向
か
い
ま
し
た
。

次
の
朝
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
昨

日
の
道
を
通
り
開
始
式
に
向
か
い

ま
し
た
。
行
く
途
中
に
は
、
勝
浦

町
と
同
じ
く
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ 

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
背
の
低
い
コ
ス
モ

ス
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
し
た
。

開
始
式
の
会
場
は
、
園
都
公
園

多
目
的
運
動
場
で
す
。
こ
こ
は
、

も
と
も
と
山
だ
っ
た
所
を
け
ず
り

と
り
、
運
動
場
に
し
た
そ
う
で
す
。

会
場
に
は
、
選
手
、
競
技
役
員
、

l

会
の
運
営
の
た
め
や
見
学
の
た
め

に
町
内
の
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

小
学
生

の
鼓
笛
隊
、
中
学
生
に
よ
る
大
だ

い
こ
、
保
育
所
の
子
供
に
よ
っ
て

風
船
を
空
へ
舞
い
あ
が
ら
す
な
ど
、

色
々
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

開
始
式
が
終
わ
り
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
会
場
の
町
立
園
部
小
学
校

へ
向
か
い
ま
し
た
。
テ
ン
ト
が
た

h
F

く
さ
ん
あ
り
、
役
場
、
農
協
、
商

工
会
、
婦
人
会
等
の
人
が
総
出
で

茶
の
接
待
、
み
や
げ
物
な
ど
を
売

っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ン
ト
に
イ
ン

パ
チ
ェ
ン
ス
の
つ
り
花
を
し
て
あ

り
ま
し
た
。
他
に
も
菊
の
鉢
物
や
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
、
サ
ル
ビ
ア
、

マ
リ 

ゴ
ー
ル
ド
を
植
、
え
て
、
作

っ
た
団
体
や
小
、
中
、
高
等
学
校

の
名
前
を
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

テ
ン
ト
の
中
の
人
に
聞
き
ま
す
と
、

町
を
あ
げ
て
協
力
し
て
い
ま
す
と

の
事
で
し
た
。

持
つ
風
せ
ん
が
飛
ぶ

競
技
会
開
始
宣
言
で
園
児
の

恵

美
さ
ん

』
司
県
第
一
位
に
な

っ
た

上
西
恵
美
さ
ん

去
る
十
月
三
十
日
間
、
徳
島
市

陸
上
競
技
場
で
、
第
二
十
三
回
徳

島
県
小
学
校
陸
上
運
動
記
録
会
が

行
わ
れ
、
横
瀬
小
学
校
六
年

・
上

西
恵
美
さ
ん
が
、
女
子
走
り
高
跳

び
の
部
で
見
事
、
第
一
位
に
な
り

ま
し
た
。

走
り
高
跳
び
の
部
で
は
、
徳
島

県
の
各
都
市
か
ら
選
ば
れ
た
選
手

約
五
十
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

上
西
さ
ん
は
、
五
年
生
の
時
に

も
同
陸
上
記
録
会
に
勝
浦
郡
代
表

と
し
て
選
ば
れ
、

堂
々
の
五
位
入
賞

を
果
た
し
て
い
ま

上

西

MUS04
テキストボックス
京都国体を視察して思うこと
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協働級協働問くらしの中の人権協働物物物物物

ひ
ろ
め
よ
う

人
権
週
間

口
月

4
日 

日

-
こ
の
根
深
さ

「す
べ
て
人
聞
は
、

i
m

生
れ
な
が
ら
自
由
で
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
。
人
聞

は
、
理
性
と
良
心
と
を

授
け
ら
れ
て
お
り
、
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
互

い
に
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
じ

一
九
四
八
年
十
二
月


十
日
に
国
際
連
合
の
第


三
回
総
会
で
係
択
さ
れ


た
世
界
人
権
宣
言
の
第


一
条
に
、
こ
の
よ
う
に


述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。


人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
、
人
権
を
守
り
、
差

別
を
な
く
す
運
動
は
、

大
き
く
進
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
ム
身
の
回
り
に
は
、
部

落
差
別
を
始
め
と
し
、

差
別
を
な
く
す
語
り
あ
い

-
根
を
断
ち
切
る
話
し
合
い
を

「私
は
、
差
別
な
ど
し
た
こ
と

も
な
い
し
、
し
よ
う
と
も
思
っ
て

い
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
同

和
問
組
の
研
修
会
や
話
し
合
い
の

場
で
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

で
も
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

「今
、
自
分
は
差
別
を
し
て
い

る
」
と
か
、
い
つ
も
「差
別
を
し
て

や
ろ
う
」
と
思
い
な
が
ら
、
生
活
を

し
て
い
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。

差
別
の
恨
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。
も

う
一
度
自
分
自
身
に
問
い
か
け
、

差
別
の
根
を
断
ち
切
る
話
し
合
い

の
輪
を
広
げ
、
部
落
差
別
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
、 
7
0

・
差
別
の
山
と
「
だ
て
ま
え
」

人
か
差
別
を
す
る
の
は
、
差
別

す
る
心
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の

心
は
、
普
段

「差
別
は
悪
い
こ
と

だ
」
と
い
う

「た
て
ま
え
」
に
よ

っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の

「た
て
ま
、
ぇ
」

と
い
う
フ
タ
を
は
ず
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「た
て
ま
、
え
の
フ
タ
」
を
は
ず

す
も
の
、
そ
れ
は
利
害
関
係
の
対

立
や
、
不
満
の
重
な
り
ゃ
、
ね
た

み
と
い

っ
た
も
の
で
す
。

こ
ん
な
例
が
あ
り
ま
す
。

三
人
の
同
級
生
か
、
学
校
を
卒

業
し
て
同
じ
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。
そ
の
内
の

一
人
が
同
和
地
区

の
人
だ

っ
た
の
で
す
が
、
入
社
後

の
成
績
が
非
常
に
よ
か
っ
た
の
で
、

一
人
だ
け
班
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
す
る
と
、
他
の
二
人
が
同
僚

に
「
あ
い
つ
は
同
和
地
区
出
身
だ
」

と
言
っ

た
の
で
す
。

一
人
だ
け
班
長
に
任
命
さ
れ
た

の
は
、
そ
の
人
の
日
ご
ろ
の
努
力

の
結
果
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

二
人

は
、
そ
の
人
か
努
力
し
た
こ
と

自
分
た
ち
が
努
力
し
な
か

っ
た
こ

と
を
棚
に
上
げ
、
利
害
関
係
と
不

満
の
か
ら
ん
だ
ね
た
み
の
気
持
ち

か
ら
、

「た
て
ま
え
の
フ
タ
」
を
は

ず
し
て
、
同
和
地
区
へ
の
差
別
意

識
を
む
き
出
し
に
し
た
の
で
す
。

で
は
、
「
た
て
ま
、
え
の
フ
タ
」
を

は
ず
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
た
て
ま
え
」
の
底
に
隠
さ
れ

て
い
る
差
別
意
識
を
な
く
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

差
別
の
意
識
を
な
く
す
る
た

め
に

自
分
の
差
別
意
識
を
な
く
す
る

だ
め
に
、
私
だ
ち
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
部
落
差
別
が
何
の
根
拠

も
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
同

和
地
区
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
つ
く

ら
れ
た
理
由
や
歴
史
を
学
び
、
差

別
の
実
態
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

同
時
に
、
自
分
の
心
の
底
に
、

同
和
地
区
へ
の
偏
見
や
差
別
す
る

気
持
が
な
い
か
ど
う
か
を
、
常
に

自
分
で
確
か
め
、
身
の
回
り
の
差

別
を
見
の
が
さ
ず
、
差
別
を
許
さ

な
い
人
権
感
覚
を
み
が
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

-V

・ 
・γ
・γ
・ 

v-γ

γ
-
Y

第
四

・γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・Y-
Y

人主

権回

週
・
γ
γ
・

間

本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当

た
り
ま
す
。

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う
。

い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
、 
7 

0
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。も

し
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば


地
元
の
人
権
擁
護
委
員
や
、
法
務


局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無


料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。


勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

(
敬
称
略 
)

西

岡

大

西

勝

幸

O O O O
今

山

田

中

賓

中

山

堀

毅

男

坂

本

細

川

寛 

女
性
差
別
や
障
害
者
差
別
等
、
ま

だ
ま
だ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

P
T
A

例
え
ば
、 

な
ど
で
、
参

加
し
た
人
々
の
う
ち
、
子
ど
も
の

母
親
や
祖
母
か
多
数
を
占
め
て
い

る
の
に
コ
」
父
兄
の
皆
様
:
・ 
L

と

口き一
っ
て
、
何
の
矛
盾
も
感
じ
な
い

人
が
い
ま
す
。

ま
た

「女
、
子
ど
も
が
」
と、

女
性
と
子
ど
も
を

一
段
低
い
立
場

に
し
て
見
下
し
た
よ
う
な
表
現
を

し
た
り
、

「女
の
く
せ
に
」「
女
だ
て

ら
に
」
な
ど
の
言
い
方
も
、
い
ま

だ
に
恨
強
〈
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
、
学
校
や
奪
挺
に
お
け

る
男
子
と
女
子
、
職
場
や
地
域
に

お
け
る
男
性
と
女
性
と
い

っ
た
身

近
な
差
別
を
、
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
見
の
が
さ
な
い
こ
と
が
、

同
和
問
題
の
解
決
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
の
で
す
。

人間としての尊厳を認めよう |人権週間・� 12月4日"-'1 0日|

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権

MUS04
テキストボックス
ひろめよう差別をなくす語りあい人権週間12月4日～10日

MUS04
テキストボックス
第四十回人権週間
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•
固
と
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

カ込 昭和田年12月l日 (8) 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に

報
道
さ
れ
、
ま
た
終
業
関
係
の
専

門
誌
等
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
概
略
に

つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
協
に
お
い
て
行
わ
れ
る
み
か
ん

聞
の
拘
編
竪
備
事
業
(伐
採
事
業
)

の
説
明
会
に
出
席
を
し
て
下
さ
い
。

@
協
は
十
二
月
六
日

∞
協
は
十
二
月
八
日
の
予
定
て
す
。 

(
い
ず
れ
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
)

@
こ
の
内
谷
は
、

一
部
の
変
更
が

あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

対
策
の
主
旨

畜
産
段
家
と
み
か
ん
農
家
に
対


す
る
経
営
の
体
質
強
化
策
で
す
。


-
牛
肉
関
係

二
年
後
に
自
由
化
に
む
る
た
め 

を
立
て
て
お
り
ま
す
。

一
、
国
の
対
策

判
、
肉
用
「
寸
牛
価
格
安
定
対
策
の

c

拡
充
強
化

口
、
肥
育
経
営
等
安
定
対
策
の
拡

充
強
化

日
、
低
コ
ス
ト
生
産
め
推
進

凶
、
流
通
の
合
理
化

既
に
関
係
農
家
に
は
周
知
を
図

り
監
雪
す
す
め
つ
つ
あ
リ
ま
す
。

ニ
、
県
の
対
策

付
、
畜
産
経
営
体
質
強
化
推
進
調

査
事
業


的
、
低
コ

ス
ト
畜
産
経
営
推
進
事


業

日
、
家
畜

・
畜
産
物
価
格
安
定
悲


金
一
出
資
金


剛
、
体
外
授
精
等
技
術
開
発
事
業

等
で
、
県
ま
た
は
県
酪
連
山
町
中

心
と
る

っ
て
行
う
事
業
が
主
で

あ
り
ま
す 

-
オ
レ
ン
ジ
関
係

生
果
は
三
年
後
、
ジ
ュ
ー
ス
は

四
年
後
に
自
由
化
に
な
る
た
め

国

・
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
を

立
て
て
お
り
ま
す
。

一
、
国
の
対
策

付
、
か
ん
さ
つ
の
生
産
性
、
品
質

向
上
対
策

、
み
か
ん
園
の
再
編
繋
備
の
推

ω進
(
み
か
ん
園
の
伐
採
の
'
」
と 
)

白
、
果
汁
原
料
用
か
ん
さ
つ
の
側


格
安
定
対
策


剛
、
果
汁
工
場
の
合
理
化

・ 

代


化
、
再
編
盤
備
等


回
、
消
費
拡
大
の
対
策


以
上
五
つ
で
す
が
、
個
々
の
農


1m

家
に
直
接
関
係
の
深
い
、
み
か
ん
園


の
再
編
笠
備
の
推
進

ωに
つ
い
て


説
明
を
し
ま
す
。


ま
ず
伐
採
を
し
、
廃
固
ま
た
は

柑
林
に
す
る
方
法
と
他
作
物
を
作

廃園(または植林)のとき 平均で30万円

野菜・花木・苗木等� 10万円

伐採 他作物を

栽培する 他の果樹(ユズ・ユコウ ・

スダチ以外のかんきっと ，
とき リンゴ・ブドウはだめです)� 

18万円

る
↑
刀
法
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
で
は

「十
ア
ー
ル
当
り
三
十
万
円
:
:
じ

と
出
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
樹
紛

に
よ
り
、
ま
た
伐
採
の
年
度
に
よ

リ
一
律
三
十
万
円
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
均
が
三
十
万
円
と
い
う
こ

と
て
す
。
ま
た
加
算
額
の
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
ほ
と
ん

ど
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

(
表
参
照
の
こ
と
)

伐
採
時
期
は
各
農
家
か
ら
農
協

に
対
し
申
請
を
行
い
、
農
協
で
は

計
画
書
を
作
成
し
、
県
を
通
じ
固

め
承
認
を
受
け
て
か
ら
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
伐
採
作
業

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

す
(二。)
月
中
旬
以
降
と
な
る
予
定
で

通
常
の
植
栽
密
度
に
達
っ
し
て

い
な
い
園
地

廃
悶
と
は
、
伐
採
後
の
園
地
を

農
林
畜
産
物
の
生
産
に
全
く
利
用

し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
た
と
え

自
家
用
の
野
菜
等
を
栽
埼
す
る
の

も
最
低
八
年
間
は
祭
止
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
次
の
よ
、
つ
な
園
地
は
伐
係

し
で
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

通
常
の
栽
培
管
理
が
で
き
て
い

な
い
園
地 

(放
任
図
) 

-例
え
ば
六
十
二
年
と
六
十
三

年
産
果
に
つ
い
て
、
通
常
の
収

穫
作
業
か
さ
れ
主
か
っ
た
図
地

今
年
の
八
月
一
日
以
降
に
植
栽

さ
れ
た
園
地

伐
採
す
る
園
地
が
一
か
所
地
続

き
で
、
最
低
二
ア
ー
ル
未
満
の

場
合

二
、
県
の
対
策

村
、
か
ん
き
つ
園
地
総
点
検
事
業

ω、
か
ん
き
つ
産
地
再
編
緊
急
対

策
事
業
(
う
ん
し
ゅ
う
か
ら
う


ん
し
ゅ
う
へ
の
改
植
や
、
高
接


事
業
)


目
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
計
画
生


産
促
進
事
業


側
、
果
汁
需
給
調
整
事
業


以
上
四
つ
で
す
が
、
個
々
の
農


家
に
直
接
関
係
の
深
い
的
に
つ
い


て
説
明
し
ま
す
。


国
で
は
み
か
ん
の
栽
培
面
積
を

減
ら
す
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
い

O O O O
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牛肉オレンジの輸入自由化に対する国内対策について
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O
対
象
園
地
は

三、か
キ
コ
ク
ム

等
で
す
。

で
の
補
助
事
業
は
自
動
的
に
な
く

Qコ

出
席
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
町
で
は
五
月
号
広

り
ま
し
た
が
、
同
市
に
お
い
て
同
様

の
制
度
が
出
来
た
と
き
は
、
そ
ち

ら
に
采
リ
か
え
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
町
独
自

未出{化学調味料11調

画
を
立
て
事
業
を
す
す
め
つ
つ
あ

の
改
植
補
助
事
業
を
行
7
べ
く
計

報
で
周
知
し
た
通
リ
、
町
独
自
で

た
い
方
は
産
業
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
、
農
協
に
お
い

て
行
わ
れ
る
説
明
会
に
は
ぜ
ひ
ご

で
あ
る
こ
と
。

U

L

五
、
台
間
接
ぎ
に
つ
い
て
は
、
ム
ロ 
小

四
、
農
尉
地
区
域
内
で
あ
る
こ
と
。

詳
細
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り

ご
利
用
下
さ
い
。

の
匙
欲
の
あ
る
こ
と
。

地
訟
等
の
利
用
者
に
対
し
、
補
助

制
度
を
作
っ
て
お
リ
ま
す
の
で
、

本
事
業
実
施
に
つ
き
、
倒
、
王

で
最
低
二
ア
ー
ル
以
上
の
こ
と
。

、
一
園
地
に
つ
い
て
は
地
続
き

等
に
対
し
問
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

U

す
る
。(
今
牛
五
月
号
町
広
報
参
照
)

小
規
模
土
地
改
良
事
業

一一 て
適
地
と
思
わ
れ
る
困
地
の
み
と

政
用
、
つ
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
閣
と
し

一
、
栽
出
技
術
前
か
ら
み
て
、
貯

(聞
も
県
と
同
じ
み
、
ぇ
方
で
す 
) 

し
て
い
ま
す
。

産
地
と
し
て
残
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
強
い
希
望
を
持
っ
て
お
り
、
厳

し
い
条
件
を
つ
け
て
は
お
リ
ま
す

が
、
適
地
に
お
い
て
は
、
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
か
ら
山
崎
町
系
(
十
万 
-

古
田
等
)
の
つ
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

へ
改
舶
を
し
た
り
、
高
機
更
新
を

す
る
場
合
に
補
助
を
す
る
計
画
を

か
ん
の
栽
培
適
地
に
お
い
て
は
、

ま
す
が
、
県
で
は
う
ん
し
ゅ
う
み

主
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

らし12月のく

ヲシポイグト情報
 

野沢菜の調昧漬

おいしい漬物は，おもわず“おかわり"

をしてしまいますね。そこでこんな;責物を

ご紹介しましょう 。

-材料 (型I"ir(菜� 10kg 

下 i責{塩(5 %) 500 g 

l差し水水1e.:l:S¥l;50 g 

fi炎口しょうゆ� le 
|水� 5 t 

適呈 すのでお早目にお申し込み下さい/

|クエン酷� 20 g TII月17日行われた朝鮮漬け講習会
l i凶� 

-作り方
①野山菜はよく洗った後，塩をよくまぶし

つけ，重平lをし . 2-

②調l床液を沸かし，冷しておく 。

③下漬けできた野沢菜ーをしはって調味液に� 

ける 。浮き上ヵ、ってこないよう較し、重

④� 2日目頃から食べ られる。

100c.c ，........-一一--~ -ーーーーーーー 一一二三?ー-・圃・ー

3日漬けこむ。

町
と
し
て
も
補
助
の
上
釆
せ
を
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

既
に
申
し
込
み
を
受
け
、
現
地

確
認
を
し
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
、

先
の
現
地
調
査
結
果
を
生
か
し
て

ゆ
き
ま
す
。 

一=
、
町
の
対
策

我
が
国
農
業
の
欠
点
は

経
営
規
模
が
小
さ
い

耕
地
の
分
散
が
多
い

O
急
傾
斜
地
か
多
い

O O
等
が
主
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ

ら
を
少
し
で
も
改
善
し
、
楽
に
農

作
業
い
か
出
来
る
よ
‘
つ

い
門
囲
内
道
の
設
置 

いっしょにイ乍ろう� 
-PARTN-

レゃぶしゃぶのだれJ
わかめのくきのしは漬〉� 

日 時 12月14日(水)

午前� 9時~正午

場 所 農村婦人の家

参加料�  500円程度� (材料費)

申込先 役場産業課

申込期限� 12月7日(水)まで� 

(但し昨達し次第締切りま)

MUS04
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
12月のくらしワンポイント情報野沢菜の調味漬
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看

T.
韓


同~

の
勝
浦
病
院

手
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看
護
の
分
野
に
も
い
ろ
ん
な
器
械

が
進
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
科
学
が
い
か
に
進
歩
し
て
も
、

人
聞
が
人
間
に
行
、
つ
看
護
に
は
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
で
触
れ

手
を
か
さ
し
て
諮
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す

る
愛
情
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

看
護
の
対
象
は
人
間
で
す
、
し
か

月
3
日
ま
で
休
診
さ
せ
て

も
人
命
に
直
接
か
か
わ
っ
て
く
る

い
た
だ
き
ま
す
。

た
め
、
少
し
の
ミ
ス
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
命
を
失
っ
た
者
は
、
再
び

る
背
景
に
は
、
科
学
の
発
達
に
よ

る
医
療
器
械
の
存
在
は
大
き
く
、

医
学
が
限
り
な
く
進
歩
し
て
い

患
者
さ
ん
の
近
く
に
い
て
お
話
し
、

要
求
を
聞
き
な
が
ら
「
何
が
今
必

要
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
気

」
と
が
大
切
で
す
。

こ
と
は
成
り
立
つ
わ
け
は
な
く
、

か
ら
遠
く
離
れ
て
は
看
護
と
い
う

当
会
ヤ
す
る
看
護
の
手
。
巾中

 

Zhn
C
判 

ん

行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
」
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
手
は

病
人
の
身
の
回
り
の
世
話
や
、
手

「
看
護
は
昔
か
ら
手
に
よ
っ
て

ケ入看世活看最しすのが欠 ななを生
日れ議紀一J設もて 。『 、〈看いい常叩※

な
お
、
当
直
の
医
師
は
お

り
ま
す
。 

婦
17てやへを者必の病心そこ護と看にを勝

浦
病
院
休
診
の

年
末
ロ
月
白
日
か
ら
年
始

長
な行挫向統と要忠字 』 め と 者 思 議 念 得
介く続けけしと者ど と底のと つ を踊る

藤

原

松

子

チべ差てるでささ 持 一辺山して行にこ
完き議こと、れんら婦に来ていわおと�  
L、かをれ失地、の一神はな看まないは
止をいかに域求そ人 』看 ぃ護すけて出
思考から、医めば のが惑もの 。れ、来
いえにの二療らに人必すの技 ば悔な
まて取訪十へれい問 要 る で 術 ないい
ていり問ーのるてと で 者 す は らの事�  

お
知
ら
せ

<>-<>-<><>~~~<>-<><>-<>-<> 
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宅
福
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サ
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介
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A 治おじいさん・おばあさん，

いつまでもお元気で ーー、と

』画

シャス フ イ フ


迫力がちがうね生演奏

A.コーラ ス部のみなさんも特別出演

一一一一一一一 一


企負けるもんかー/  

~ ::-:-:=士一

昭和63年12月l臼 カ為 ずつ つ ら 第222-¥三

り
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

来
年
も
皆
さ
ま
の
楽
し
い
憩
い

の
一
日
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

一

十
一
月
三
日
文
化
の
目
、
今
年

一

も
恒
例
の
町
民
体
育
大
会
が
行
わ

り
で
す
。
(
敬
称
略
)
 

一

れ
ま
し
た
。

一

開
会
式
の
中
で
表
彰
が
行
わ
れ
、

一
優
秀
な
成
績
を
修
め
」
リ
れ
た
方
、

一

及
び
チ
ー
ム
に
対
し
、
桜
木
町
長
・'

一
相
原
教
育
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
表
彩
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

一
し
た
。

O O
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

文
部
大
臣
表
彰
(
伝
達
)

勝
浦
町
体
育
協
会

勝
浦
町
長
表
彰

幸

山

愛

子

・
東

陽

子

津

田

玲

子

・
勝
浦
中
学
校

野
球
部

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
部
�
 

O
教
育
委
員
会
表
彰

勝
浦
中
学
校
野
球
部
監
督

岡

崎

能

治

勝
浦
中
学
校
相
撲
部

杉

田

博

文

勝
浦
中
学
校
女
子
剣
道
部

谷

本

美

加

横
瀬
小
学
校

「気
分
最
高
/
」「
ス
カ
ッ
ト
し

た
」「
す
ご
い
迫
力
」
と
話
し
な
が

ら
、
会
場
を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。

』

F

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
:

汽
車
ポ
ツ
ポ

「一.
 

l

さ
る
十
月
二
十
五
日
夜
、
勝
中

休
育
館
で
、
有
名
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー

プ

・
箔
俣
鉱
-
一

ュ

ト
リ
オ
と
、

、ンャ

ズ
ボ
カ
ル
金
子
時
美
さ
ん

の
ジ
ョ
イ
ン
卜
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
五
百
五
十
人
、
ジ

ャ
ズ
特
有
の
テ
ー
マ
が
次
々
と
奏

で
ら
れ
、
会
場
を
魅
了
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

終
り
に
泣
づ
い
た
頃
、
会
場
の


熱
気
も
高
ま
り
、

「聖
者
の
行
進
」


を
全
員
で
合
唱
。
故
後
の
曲
が
終


っ
て
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が


卜
て
幕
を
閉

)
 

続
き
、
�
 μ
収
両
の
ム

-(
 

じ
ま
し
た
。

(
女
子
走
り
高
跳
び
の
部
)

上

西

恵

美

猪
俣
猛
さ
ん
の

』
F F

素
晴
し
い
。
ぱ
ち
さ
ば
き
。

素
晴
し
い
演
奏

あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た

』
�
 

風
が
強
く
、
失
、
ぃ

一
日
で
し
た

が
、
み
な
さ
ま
方
の
こ
協
力
に
よ

中学生から プレゼン卜が手渡
企保育園児のおどり，かわいいね さ才1まし  Tこ。

MUS04
テキストボックス
ジャズライブ迫力がちがうね生演奏

MUS04
テキストボックス
第28回町民体育大会
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④
郵
便
年
金
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
の
他
人
年
金

二
、
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が

課
税
さ
れ
る
も
の

銀
行
、
信
託
銀
行
、
証
券
会
社

な
ど
の
個
人
年
金
(
財
形
年
金

を
除
く
)
の
利
子
相
当
額

存

る

三
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

①
遺
族
が
受
け
る
年
金
(
死
亡

し
た
者
の
勤
務
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。)

②
国
民
年
金
法
な
ど
に
よ
る
障

害
年
金

(
注
)
な
お
、
一
、

二
、
に
つ
い

て
は
所
定
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ

ま
す
。ま

た
、
年
金
の
支
給
に
代
、
え
て

一
時
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

退
職
所
得
や
一
時
所
得
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
に


か
か
る
源
泉
徴
収


の
特
例
な
ど


A

年
金
や
恩
給
な
ど
が
支
払
わ
れ

る
際
に
は
、
年
金
の
極
細
川
や
受
給

者
の
年
齢
に
応
じ
た
一
定
金
額
を

年
金
と
税
金
一


め
よ
う
に
扶
養
親
族
等
申
告
告
を

年
金
等
控
除
」
と
し
て
次
の
金
額

歩
差
し
引
く
予
」
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
年

金
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
特

例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
源
泉
徴
収
の
特
例

年
金
の
額
か
年
間
六 

万
円
未

O

満
(
六
十
五
歳
以
上
の
人
が

年
金
に
つ
い
て
は
、
一
二 

万
円

O

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性

が
八 

0
・九
三
歳
、
男
性
が
七
五
・

二
三
歳
と
、
三
十
年
足
ら
ず
の

O

聞
に
実
に

一 

歳
以
上
も
延
び
て

い
±4
ヱ
?。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
は
今
後
、

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
、
え
よ

う
と
し
て
お
り
、
老
後
の
生
活
設

計
等
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
老
後
の
生
活
の
支
、
え
と
し

て
年
金
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
が
、
国
民
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
保
険
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

そ
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
、
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
年
金
に
は
企
業
年

金
や
個
人
年
金
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
取
っ

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
課
税
さ
れ

る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う

方
も
な
か
に
は
お
ら
れ
る
で
し
ょ

よ

。
1

ノそ
こ
で
、
年
金
に
か
か
る
税
金

の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
説
明
し
ま

'しょ、
 

7
。

年
金
にか

か
る
税
金

年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
課


税
関
係
は
、
年
金
の
種
類
に
よ
っ


て
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。


一
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課

O
%


税
さ
れ
る
も
の


①
過
去
の
勤
務
に
基
づ
き
、
使


用
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
受
け
る


年
金


②
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
同


家
公
務
員
共
済
年
金
な
ど
の
公

控
除
し
た
残
額
に
対
し
、
原
則
と


的
年
ふ
品

の
税
率
に
よ
る
所
得


③
適
格
退
職
年
金
(
自
己
負
担

部
分
を
除
き
ま
す
。)
な
ど
の
企

業
年
金

未
満
)
の
場
合
に
は
、
扶
養
親
族

等
申
告
書
の
提
出
は
必
要
な
く
、

ま
た
、
源
泉
徴
収
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

ニ
、
公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
や
思
給
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
収
入
金
傾
か
ら
「
公
的

未

満
グ〉

者

ノ、
五
高是

以
上
グ〉� 

者

/、
五
1表

の受
年給
齢 者

七
ノ、� 

O万円超

四
O 

超円万O 

七
，、

O万円以

Tご

O万戸趨l 

下� 

O万以問

下

八

万OO 

超P:J 

凹� 

八 凶

I旦l

。高下
の ー
収年�  
入間
金の
吉良公
の的
合 年 �  
五十金
領等 �  

A 
) 

A 

× 

五
% 
+ 

四

万円� 

A 

X 

五% 
+ 

七� 

O同万

A 

× 

義
+ 

O問万

ノ、� 

O7

ー

内J 

A 

× 

五% 
+ 

八� 

万円四� 

A 

X 

五% 
+ 

O万阿四

A 

× 

表
+ 

ノ、

O万円

万O円

Fーム、、� 

的
年� 
金� 
等� 
f全
除
官買

公的年金等控除額

し
て
一

税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
や
恩
給
な
ど

』

MUS04
テキストボックス
公的年金などにかかる源泉徴収の特例など
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償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
所
有
す

る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
必
要
事

項
を
町
長
に
申
告
し
主
け
れ
ば
る

り
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
産
(
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ブ
ル
ト
ー

ザ 

、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
耕
用
機

械
等
)
で
、
そ
の
減
価
償
却
費
か

所
得
の
計
算
上
、
損
金
又
は
必
要

な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

所
得
税
や
住
民
税
な
ど
を
申
告


す
る
場
合
に
、
必
要
経
費
と
し
て


計
上
す
る
減
価
償
却
費
の
対
象
と


な
る
資
産
は
、
償
却
資
産
と
し
て


も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ


と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
減
価
償
却


費
を
必
要
経
費
と
し
て
算
入
す
る


方
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を
必
ず


提
出
し
て
下
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
事
項
は
、
償
却

資
産
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取

l

所得税の計算 


年金にかかる所得税は次のように計算されます。� 

① 	 公的年金等

収入金額一公的年金等控除額

② 	 公的年金等以外のもの

収入金組必要経費

ー・①+②=雑所得の金額……� a

利子所得とされる年金

利子所得の金額........b 

a+b+その他の所得金額 配偶者控除や基礎控除などの所得控除

額=課税総所得金額- ・・・・・� C 

c X税率=算出税額.........d 

d 源泉徴収税額二申告納税制(赤字の場合は還付される税金)

例えば、年齢が65歳以上の方で、配偶者控除を受けられる奥様がいて、しかもその年中の収

入が公的年金や思給だけの場合、昭和63年分については 、その収入金額の合計でみて269万� 9千

円(注)か所得税カ、かかるかどうかの分岐点(課税最低限)となります。なお年齢が65歳以上

の方で、その年中の収入が 、公的年金や思給だけの場合、その収入金額が、153万円以下であれ

ば、息子さんなどの扶養控除の対象となります。

(注)269万� 9千円は収入金額から差し引かれる諸控除である公的年金等控除127万 4千円、

社会保険料控除10万円、老年者控除50万円 、配偶者控除33万円、配偶者特別控除16万� 5千円及

び基礎控除33万円を積み上げたもの(千円未満切捨て)です。� 

償
却
資
産
の

申
告
を
忘
れ
な
い
て

得
時
期
、
取
得
価
額
、
耐
用
年
数
、

見
積
価
額
等
で
す
。

申
告
用
紙
は
、
町
役
場
税
務
保

険
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限

昭
和
六
十
四
年
一
月
三
十
一

日
(
火
)
ま
で

期
日
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
下

さ
い
。

る
お
、
不
明
な
点
は
町
役
場
税

務
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

去
、
ぃ
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会

第
何
回
県
民
ス
ポ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

祭
A
J

第
四
国
勝
浦
町
綱
引
大
会


南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

八
成
年
の
部
�
 
v

準

優

勝

リ

バ

�

 ズ
l

去
る
十
月
三
十
日
に
羽
ノ
浦
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ

た
大
会
に
は
五
月
に
行
わ
れ
た
町

予
選
、
そ
し
て
九
月
の
郡
大
会
に

本
大
会
も
七
回
目
を
迎
え
、
参

十
月
二
十
三
日
、
勝
浦
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
連
合
会
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
大
会
は
、
徳
島
市

・

小
松
島
市
他
県
南
部
の
各
小
学
校

か
ら
二
十
八
チ
�
 
l
ム
が
参
加
、
A

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

加
チ
ー
ム
も
年
々
増
、
え
つ
づ
け
る

と
共
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

た
友
情
も
毎
年
広
が

っ
て
い
ま
す
。

勝
ち
残
っ
た
各
部
門
の
「
棚
野
」
、

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「生
比
奈
ク
ラ
ブ
」
、
「
リ
バ
�
 
ズ」

l

A
〈

ソ
l
ン〉

の
各
チ
ー
ム
が
勝
浦
郡
代
表
と
し

て
出
場
し
、
少
し
肌
寒
い
風
の
吹

く
中
で
健
闘
い
た
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
中
央
大
会
進
出
は
成
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

優

勝

横

瀬

�

 A
チ
ー
ム

第
三
位

生
比
奈
チ
�
 
l
ム

h
F
A
ゾ
ー
ン
5
年
連
続
優
勝
の

横
瀬
�
 
A
チ
�
 
I
ム

O
優
秀
選
手
賞

C
〈

l
ゾ
�
 ン〉

準

優

勝

坂

本
チ
ー
ム

〈
個
人
賞
〉

O
最
優
秀
選
手
賞

横

瀬

上

西

恵

美

生

比

奈

上

村

朋

子

横

瀬

長

田

知

巳

坂

本

佐

肝

真
理
子

一
め
尾
朋
代

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
賞

O

昭和64年勝浦町成人式を� 1月 2日(月)

午前� 9時から住民福祉センタ-3階ホ

ールで行います。

〈
男
子
の
部
〉

・

優

勝

ザ
・
ヒ

ツパ

ロ
ー
ズ

・
準
優
勝

ザ
・
ヒ
�
 
y
バ
ロ
ー
ス

パ

ト
日

〈
女
子
の
部
〉

-
優
勝

勝
浦
み
か
ん
娘
チ
ー
ム

・
準
優
勝

ザ
・
ヒ

ツ
バ
ロ
ー
ス
レ
デ
ィ
ー

ス
パ
ー
ト
�
 
I

優
勝
し
た
男
女
の
各
チ
�
 
l
ム
は

十
二
月
十

一
日
に
開
催
さ
れ
る
部

キ
ヨ
�
 l
エ
イ
カ
�
 yプ
県
綱
引
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

。、f
l卜
�
 
I

昭和43年� 4月2日から昭和� 

44年� 4月1日までに生まれ

た者。� 

(昭和一浦中学校)
卒業者と昭和 6~年 12 月| 

10日現在の町内在住者/� 

※ 該当者には、� 12月中旬までに通知

します。

-該当者

勝浦町教育委員会

(宮 2ー25 I 5) 

-聞い合わせ

生

比

奈

石

田

総

子

横

瀬

広

井

香

織

坂

本

石

尾

由

希

相
ゲ
�
 

a 


切

r¥.! 

MUS04
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わ
た
し
の
作
品

ト
嫁
が
置
き
く
る
る
病
む
枕
辺

に

横

瀬

広

安

美

枝

子

y 透
き
通
る
か
ラ
ス
の
鉢
の
マ
ス
カ 

〈
短
歌
〉

純
白
の
皿
に
盛
ら
れ
し
濃
紺
の
葡

萄
輝
く
ア
ト
リ
エ
の
夜錦

内

坂

本

新

居

普
常

父
と
子
の
語
ら
い
背
中
に
聞
き
乍

ら
夕
飯
の
あ
と
の
食
器
洗
い
ぬ

横

瀬

日

下

美

渓

一
人
住
む
朝
の
気
安
さ
時
を
告
ぐ

鶏
の
声
な
ど
聞
き
つ
ま
ど
ろ
む

横

瀬

田

中

久

子

大
物
だ
竿
は
擦
る
る
満
月
の
友
の

助
力
で
大
海
掬
ふ

横
瀬

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 
H

十

二

月

九

日

掛

十
二
月
二
十
三
日
倒

i

午
後
七
時 

午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室士

一
月
七
日
附

十
二
月
十
七
日
的

午
後
七
時
三
十
分
1
午

後
九
時
三
十
分

明
る
さ
を
夜
更
け
て
増
せ
る
隣
家

の
子
が
学
び
い
る
窓
の
灯

中

山

山

下

一房
雄

大
根
の
葉
陰
に
黒
き
揚
羽
蝶
鍬
杖

に
し
て
そ
の
弱
々
し
き
を

中
山
溝
内
喜
美
代

大
輪
を
咲
か
せ
し
菊
に
心
足
る
庭

一
ぱ
い
に
香
の
漂
へ
ば

棚

野

谷

新

太

郎

吾
れ
口
に
ふ
く
め
ば
記
憶
控
え
る

供
へ
し
葡
萄
つ
ま
み
食
い
し
日

棚

野

島

っ

と

む

長
か
り
し
雨
も
上
り
て
晴
れ
し
空

い
?

}
へ
行
く
か
白
鷺
の
と
ぷ

棚

野

一

楽

靖

子

ま
ど
ろ
九
を
破
り
し
電
話
に
不
機

嫌
な
る
応
対
し
た
る
を
後
で
気
付

き

ぬ

棚

野

殿

川

早

苗

主
婦
業
を
や
っ
と
ゆ
ず
り
て
水
事

聞
く
こ
の
感
動
を
い
つ
い
つ
迄
も

中

角

平

間

豊

子

修
羅
の
世
を
生
き
し
証
の
か
ず
か

ず
は
今
は
楽
し
き
思
い
出
と
し
て

掛

谷

斎

藤

重
子

夕
暮
の
穂
草
に
す
が
る
蝶
の
遡
傷

み
を
見
せ
て
ム
叩
吹
か
る
る

沼

江

大

阿

梅

子

永
ら
、
え
て
生
き
し
誼
を
あ
き
ら
か

に
柚
子
を
遊
ば
宇
夜
の
湯
船
に

生

名

丸

山

香

月

と
こ
ろ

と


き


構
三
十
余
年
育
て
上
げ
た
る
蜜
柑
に

も
時
代
の
波
か
ひ
し
ひ
し
せ
ま
る

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

愛
の
糸
心
に
絡
む
潮
騒
の
道
を
撰

べ
リ
独
り
と
な
り
て

横

瀬

稼

勢

EB25 

す。 掛111 

ふるそ 浦勝E 
てつ~ の次 ーま

第

園

芸
術
祭
作
品
募
集

昭
和
臼
年
芸
術
祭 

(
1
月

白
日 

-n日
)
の
作
品
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

-
受
付
締
切

1
月
刊
日
制
午
後
五
時

・
作
品
の
持
ち
込
み 

1
月
初
日

(
生
花

・
盆
栽


は
幻
日
)
午
後
五
時
ま
で


-
作
品
の
種
別


写
真

・
書
道

・
墨
絵

・
絵


画

・
手
芸

・
魚
拓
・
生
花
・


盆
栽

・
そ
の
他
の
芸
術
作
品


(
サ
イ
ズ
題
は
自
由
)

M

今
日
逢
い
し
人
と
の
会
話
浮
べ
つ

つ
一
人
食
ぶ
夜
の
葡
萄
冷
た
し

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

タ
庭
に
丈
高
く
咲
く
白
花
の
コ
ス

モ
ス
は
と
み
に
冷
ゆ
る
風
呼
ぶ

横

瀬

比

留

間

一

コ
ン
テ
ナ
に
段
々
積
ま
れ
ゆ
く
ス

グ
チ
魂
あ
る
如
く
一
つ
転
べ
リ

横

瀬

谷

吉

殺

荒
れ
果
て
た
藁
ぶ
き
屋
根
の
門
に

咲
く
金
木
犀
は
今
日
も
匂
へ
り

横
瀬
桜
木
千
代
子

伸
び
る
ま
ま
窓
辺
を
ふ
さ
ぐ
萩
の

花
廃
家
の
庭
は
訪
ふ
人
も
な
し

中

山

菜

城

絹

場
所

住
尽
か
四
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

短
歌
堂
級

一
月
十
四
日

ω

題

「
海
」

出
諒
締
切
日

十
二
月
二
十
日

F¥ 

戸¥

得議雪

判


広
夫 

旬ガハ
。 まギ

の でで

い す。 努広1夫ま

一
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開

帥

一

-

一	 

6

-

OOO O
長

C
 

IJ込

?
年
末
特
別
警
戒
の
実
施
に
つ
い
て

け
は
月
お
日
�
 
初
日
の
問
、
午
後
8
時
に
全
町
一

斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

j

ご
み
焼
却
場

休
業
の
ご
案
内

ご
み
焼
却
場
は
、

十
二
月
三

十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
の

四
日
間
年
末
年
始
の
た
め
休
業

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
末
は
、
こ
み
が
集
中
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
室
挺

て
計
画
を
た
て
、
ご
み
収
集
業

務
に
も
」
協
力
く
だ
さ
い
。

桜
の
苗
木
の

配
付
に
つ
い
て

毎
年
、
公
共
緑
化
(
環
境
修
景
)

事
業
と
し
て
、
菅
島
県
綜
化
推
進

委
員
会
か
ら
桜
の
苗
木
が
配
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
環
境

の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
公

共
的
な
場
所
へ
の
植
樹
を
希
望
さ

れ
る
方
�
 (団
体
)
は
産
業
課
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
希
望
数
量
が
多
い
場
合
は
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家
庭
看
護
教
室


受
講
者
を
募
集


八
八
五
三

午
後
1
時

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
病
人

の
世
話
を
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

家
庭
看
護
教
室
を
聞
き
ま
す
。

看
護
の
基
礎
と
{
塞
庭
の
な
か
に

あ
る
物
を
使
っ
て
、
世
話
を
す
る

方
法
を
学
び
た
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
受
講
し
ま
し
ょ
、
つ

0

・
日
時第

十
九
回
目
・
昭
和
六
十
四

医
療
社
会
事
業
部

年
一
月
十
一
日
・
十
八
日

・

二
十
五
日
、
毎
週
水
眼
目
の

三
日
間

第
二
十
回
目
・:
昭
和
六
十
四

年
二
月
一

日

・
八
日

・
十
五

日
、
毎
週
水
曜
日
の
三
日
間

観
賞
周
菊
務
鰭

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

慰
問
習
会
開
催

-
会
場

小
松
島
赤
十
字
病
院

来
年
栽
培
す
る
観
賞
用
鉢
植

・
内
容	  

え
菊
の
栽
培
講
習
会
を
聞
き
ま

O
 
{丞
挺
に
病
人
が
出
た
と

す
の
で
、
多
数
の
方
々
が
参
加


さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し


-」+」。 病
人
を
楽
に
寝
か
せ
る

ま
す
。

病
人
の
休
を
身
仕
舞
よ

日
時

ロ
月
辺
日
附

く
寝
か
せ
る
に
は
�
 

時


病
人
の
食
事
と
薬
�
 

勝
浦
町
農
業
技
術
セ
ン


手
当
の
仕
方

タ
ー

一一
階


-
募
集
人
員	

笹
島
県
農
業
試
験
場

第
十
九
回
目

十
六
人
以
内

次
長
住
友
昭
利
先
生

第
二
十
回
目

十
六
人
以
内

・

受

講

料	

講 場

無
料
テ
キ
ス
ト
代

百
円
�
 

所師

O

?
F
 

j

4

さ
る
い
注
意
が
肝
心
で
す
。
そ
の

-
申
込
期
限

第
十
九
回
目

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
九
日

第
二
十
四
日

昭
和
六
十
四
年
一
月
九
日

た
だ
し
、
，
定
員
に
達
し
次
第
、

締
切
り
い
た
し
ま
す
。

-
申
込
先

小
松
島
赤
十
字
病
院

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
各
区
域
で
巡
視
を
行

い
、
町
市
町
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
の
答
戒
体
制
を
実
施
し

ま
す
。火

災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。


い
ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ


る
こ
と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た


の
家
が
火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
所

hv


に
多
大
な
述
恐
が
か
か
り
ま
す
。

l
l


毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を
出


昭
和
例
年
度

徳
島
県
立
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

-

目

的
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ


く
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す


る
視
覚
障
害
者
が
入
所
し
、
生

。


活
訓
練
及
び
職
業
訓
練
を
受
け


る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
復
帰
を


促
す

0


・
訓
練
内
容

け
生
活
訓
練
科
・
・
:
:
社
会
適
応

訓
練
と
し
て
、
歩
行
、
感
覚
、

身
辺
管
理
、
{
杢
亭
一
管
理
、
点
字
、

一
般
教
養
等
の
訓
練
を
行
う
。

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(

同
職
能
訓
練
科
・
・
:
:
県
立
盲
学

六
一
三
一
)
へ
お
問
い
合

校
に
通
学
し
、
あ
ん
摩
、
マ

ッ

わ
せ
下
さ
い
。

注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
つ
か
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
火
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
L

金


二

(
宮

二
五
五
五
内
線
四
二
三
番
)

視
覚
障
害
者
更
生
施
設
入
所
者
募
集

サ
ー
ジ
、
指
圧
倒
、
は
リ
師
、

き
ゅ
、
�
 7
師
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
学
科
、
技
術
を
履
修
〆
す

ヲ
-
入
所
手
続

入
所
願
書
、
身
元
引
受
書
、

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
眼
科
診

断
書
、
最
終
学
校
卒
業
証
明
書

を
そ
ろ
え
て
、
中
央
福
祉
事
務

所
へ
申
し
込
み
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
徳
島
県
立
盲

E
O
八
八
六
1

二
三
�
 

¥〕

a、、
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第222号つ ら

太

-v
ヲヲ
中沼
山江

木

字
つ
〈
回

ずコカミ� 

f 大
字
沼
江
徳
政

字
神
谷

大
字
中
角
高
井

ヘ大

(I司 昭和63年12月� 1日

F¥ 
12月� 2日

④臼

6日

8日

10日

12日

14日

16日

⑬白

20日

22日

24日

26日

28日

30日

勝 浦 病 院� 

山 西 医 院� 

勝 浦 病 院� 

湾.'E奇司 浅 医 院� 

勝 湾 病 院� 

赤 岩 医 院� 

勝 浦 病 院� 

上勝診療所�  

勝 浦 病 院� 

山 西 医 院� 

勝 浦 病 院� 

濁'E司 浅 医 院� 

勝 潤 病 院� 

赤 岩 医 院� 

勝 浦 病 院� 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

12月定例心配ごと相談

日時� 12月2日(釦

午前10時一午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所� 住民福祉センタ� -2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽に¥
お問い合わせください。� )

戸
籍
の
窓

お
誕
生
お
め
で
と
う

刊
月
刊
日 
i
刊
月
刊
日

靴
裕
J

二
男

真
澄

」

玲

J

栄」
白目一 
長
女

智

美

」

千

J

洋
仁 

長
女

千

鶴

」

佳

J

大
字
三
機
日
浦
寿
彦 

二
男

芋定
問

真

由

美

」

征

大
字
沼
江
横
尾
仁
史 

主

志

宙

J

二
女

¥大
中
子
中
角
ヰ
位
田
岡 

早義
苗 美

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

茎
口
北
思

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

叩
月
刊
日 

刊
月
何
日

i

川
端
文
雄
さ
ん

(今

山
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

匿

名

(

横

瀬

)

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

富
重
農
業
研
究
会
(
横
瀬
)

た
ば
こ
小
売
人
組
合
一
同

大
パ

f

久

国

守

馬

場

栗
坂

t

大
卒
収
本 

イ稲一服

章 奈 里 太 (懲祢略) 

J

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ゲハ鈍

だ

判

明

桐

・

ハ 

稼
制
労
位
同
士
心
(
邸
歳
)

大
下
生
王
子
北

岡
本
政
雄
(
位
歳
)

大
ρ

イ
泡
江
戸
イ
寺
角

山
海
ユ
キ
ヱ
(
部
歳
)

大
字
沼
江
字
山
山
町
士
口
平
美
代
後
(
臼
歳
)

吉匿様匿吉
平勢岡

純
高
さ
ん 

(中

名

(

中

巧
さ
ん

(坂

名

(

坂

利
雄
さ
ん
(
今

山本本山角

勝
浦
会
館
十
二
月
行
事

2
日
幽
習
字
教
室

6
日

ω
着
付
教
室 

7
日
制
踊
り
教
室

8
日
同
手
芸
教
室

9
日
幽
生
花
教
室

ロ

日

開

膝

教
室

日
日
附
着
付
教
室 

川

ル

ケ
一

*

ロ

ロ

節目“ 

亡

沙

也

加

年
末
年
始
の
役
場
の
事
務
は
、

f f f

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
来
年
の一

月
三
日
ま
で
休
み
ま
す
。

こ
の
休
み
期
間
中
は
、
当
直
者

が
死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届
等

は
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
が
、

印

M

鑑
証
明
書
や
戸
籍
の
写
し
の
交
付

日

附

師

り

教
室

な
ど
の
事
務
は
取
り
扱
い
を
い
た

大
守
中
角
字
玉
の
木

山

口

恵

子

F

し
ま
せ
ん
。

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
の
仕
事

や
、
お
正
月
の
単
備
な
ど
で
つ
い

大
事
な
書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
急
ぐ
用
件
、

手
続
き
な
ど
は
早
め
に
済
ま
せ
て


山

羽

ノ

浦

町

森

良

江

下
さ
い
。


な
お
、
十
二
月
二
十
八
日
は
、


小
松
山
岡
市
久
困
り
き
江

大
婦
除
な
ど
で
泌
維
が
予
想
さ
れ


ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
二
十
七
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

-
ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥大
字
三
渓
字
中
村
片
山

隆

雄 

徳

島

市

南

由

美

f

子

ヘ大
字
沼
江
字
並

絵

森

野

順

二

徳

島

市

佐

勝

寿

美

恵

夜間放急当番表

ヘ

神

山

町

山

田

一
喜 

同

日

附

手

芸
教
室

同

日

倒

習

字
教
室

日

日

開

篠

教
室

幻

日

附

踊

り

巷
一亙

泣

日

附

手

芸
教
室

幻
日
閃
生
花
教
室
(
正
月
花
)

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

¥
大
字

三
渓
宇
高

屋

高

木

陽

一

愛

娘

県

河

野

靖

子

¥大
字
沼
江
字
天
川

橋

谷

義

博

一倍

品

市

篠

原

雅

子

¥大
字
沼
江
字
中
傍
示

東

充

男 

字
坂
本
字
久
保

津

野

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
餓
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
醤
字
教
室
は
七

時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

」‘

肇 

、
d
F

，、、 
4
小

同

月

白

川

h

1

3

1

ヘ大
字
三
渓
字
日
昼

神

子

和

幸

吉

山

崎

市

武

市

有

加

参
加
く
だ
さ
い
。 

4
吋

骨

犬

犬

山

犯

し

チ

成

小

は

な

わ

脚

桝

桝

犬

つ

家

町

駅

7
引

不用犬買い上げ日� 

U

n

u

午後6跨~翌朝午前� 9時
午後ア時~翌朝午前� 9時

日
日

平
休

L 
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8)(1つ ら 昭和63年12月 1日

と

き

ザコ

と

き

ア
」
一
」
ヲ
つ

該
当
冗

ヌb込第222号

と
こ
ろ

該
当
児 乳

児
健
康
診
査

十
二
月
九
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1

二
時
三
十
分

勝
浦
病
院

小
児
科

昭
和
六
十
三
年
八
月
一

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

体
楓
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人 

訂

動
病
健
診

卵

・
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

敢
近
、
チ
ェ
ン
ソ
|
、
ハ
ン
マ

接
種

心
臓
病
、
肝
臓
病
、
糖
尿
病
、

ー
エ
ン
ジ
ン
カ 

タ
ー
な
ど
の

O O O

y

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

る
人 

振
動
工
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
、
こ
れ
に
伴
う
手
指
・
腕
の
末
し

よ
う
循
環
障
害
や
、
関
節
・筋
肉
な

ど
の
運
動
機
能
障
害
を
訴
、
え
る
人

達
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
を
対

象
に
健
診
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
は
、
六
十
四
年
一
月

一
一
月
ご
ろ
の
予
定
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

・
環

境
衛
生
課
へ
十
二
月
五
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
健
診
日

時

・
場
所
等
決
ま
り
次
第
、
申
し

込
み
さ
れ
た
方
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。)

※
林
業
、
木
材
業
に
従
事
さ
れ

る
方
は
、
今
回
該
当
し
ま
せ
ん
。

十
月
に
町
内
を
巡
回
し
て
実
施

し
ま
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

受
診
者
八
百
十
八
名
中
十
七
名

の
要
精
密
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

巡回相談日程表 インフルエンザ予防接種目程表

B旬E
結部 '
果レ�  
lここノ
つト
いゲ
てン

横

i

じ
ん
臓
病
な
ど
の
病
気
に
か
か

り
活
動
期
の
人

十
二
月
十
四
日
(
水
)

午
後
二
時 

三
時

O
他
の
予
防
接
径
を
受
け
て
一
か

i

月
以
内
の
人

と
こ
ろ

該
当
冗

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
、
医
師
か
不
適
当
と
認

O

二
歳
1
四
歳
未
満
の
子

第
一
期
・・

O
と
三
回 

一
か
月
ご

め
た
入

。料
金 

三
歳
1
五

歳

二

百

円 

O 印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

第
二
期
:・
第
一
期
終

O
了
後
十
二
か
月
か
ら

六
歳 
1
十
二
歳
三
百
円 

十
八
か
月
後
に
一
回

十

三

歳

以

上

四

百

円

接
種

O O

料

金

無

料

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
し

た
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

O O

予

防

接

種

料
金
は
、
無
料
で
す
。 

力
ゼ
を
予
防
す
る
定
め
に

健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

一
、
過
労
、
睡
眠
不
足
、
栄
養
の


バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
気
を
付
け
、


体
調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
、 
7
。


二
、
人
ご
み
は
で
き
る
だ
け
さ
け
、


外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い


や
手
洗
い
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。


の
方
た
ち
に
は
す
で
に
通
知
を
し

三
、
予
防
接
種
を
受
け
、
イ
ン
フ

ま
し
た
が
、
異
常
の
な
い
八
百
一

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
の
早
期
に
は
、
自
覚
症

状
め
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

定
期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

日 
j
十
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

持
参
す
る
も
の
・
・
母
子
手
帳

乳
児
健
康
診
査

十
二
月
二
十
三
日 
(金
)

午
後
一
時
三
十
分

二
時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
三
月

一

日
1
六
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

持
参
す
る
も
の
・
母
子
手
帳

月日 時 間 場所 内容�  

12月7日附 午後� l時30分-2時30分 生名集会所� -尿検査�  

-血圧� il¥ll定� 

-その他�  

保健相談� 

12月14日(村 午前10時30分ー� 111時30分 坂本集会所

12月15日制 午後� l時30分-2時30分 星谷集会所� 

12月19日例) 午後� l時30分-3時00分 横瀬集会所

12月22日(村 午後� l時30分一� 3時00分 棚野集会所� 

12月26日(J.j) 午後� l時30分-3時00分 久国公会堂

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
を

名
の
方
た
ち
に
は
通
知
を
し
ま
せ

ん
の
で
こ
了
承
下
さ
い
。

付
け
て
お
き
ま
し
ょ
、7
0

月 日

12月� 5日(月)

場 戸庁

坂 本 小 学 校

時 問

午後� I時30分-21時30分� 

回目� 

2 

6日(刈 沼江保育所 午後� 2時00分 -3時00分� 2 

7日休)
生名集会所� (束林庵) 午後� l時30分 -2時30分� 

2 
与川内事業所 午後� 3時00分 -4時00分� 

8日(村 勝浦町農鴎 (倉庫・� 2階) 午後� I時30分� -3時00分� 2 

13日山 農村婦人 の 家 午後� 21侍00分ー� 3時00分� 2 

15日� (*l 昼谷集会所 午後� l時30分ー� 21時30分� 2 

21日(村 住民福祉セ ンター 午後� 11時30分-31時00分� 2 

と

き

j

入J 

¥、J
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